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	１． 概要
	２． 構成
	（１） 副制御盤  ＳＵＢ－Ｌ３０ＮＢ 　　　　　　　　　　　１台

	３． 機能
	３－１． 管理機能
	３－２． 監視機能
	・ 電気錠の状態（扉開閉／施解錠／警報）をリアルタイムに表示することが可能である。
	・ 電気錠に異常があった場合、警報表示およびブザーで知らせる。
	・ 警報ブザーはリセットボタンを押すと、副制御盤側と電気錠制御盤側の両方の警報ブザーがとまる。電気錠制御盤側でリセットボタンを押しても同様である。
	・

	３－３． 施解錠機能
	・ ボタン操作で、電気錠の解錠／施錠が可能である。


	４． 系統図

